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表紙の写真1

アンナプルナ山群北面

中都ネパｰル,アンナプルナ山群は主峰アンナプルナI(標高8,091m)を盟

主として7,000～8,000m級の峰々が連なる一大山塊である.この山群の南

面には中腹に沿って主中央衝上断層(MainCentralThrust)が東西に走り

その上に白っぽい片麻岩や片岩などの変成岩カミ重なる様子が遠望できるが北

面にはそれらはなく変成岩の上位に重なる古生代のテチス堆積物が主として

みられる写真を撮った位置の標高が約3,500m白銀に輝く稜線部が標高約

7,500m2つの地点の水平距離は約8km驚くべき勾配である.

そこに懸る山岳氷河は落っこちない程度にかろうじてへばり着いている感

じである.北面に切り込む谷間のそれぞれには入口付近に美しい針葉樹林

やエメラノレド色に輝く沼があり入口から歩いて間もない距離には高山植物の

咲き乱れるモレｰンの丘や氷河湖カミみられる.そしてその奥には谷氷河が

続きはるか天上へと導く.インドに興ったヒンズｰ教や仏教がヒマラヤを

聖地あるいは極楽浄土とみなしたのが納得できるような清らかな美しさがそこ

にある.(文･写真:中嶋輝元)
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